
／

１
０
０
点

一
．
傍
線
部
を
口
語
訳
せ
よ
。

１

門
を
開
か
れ
ず
と
も
、
こ
の
き
は
ま
で
立
ち
寄
ら
せ
給
へ
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

二
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
答
え
よ
。

１

舎
人
（
と
ね
り
）
が
、
寝
た
る
足
を
狐
に
食
は
る
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

三
．
空
欄
に
助
動
詞
「
る
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

今
（
け
）
日
（
ふ
）
は
都
の
み
ぞ
思
ひ
や
ら
（

）。

（
土
佐
日
記
）

〔

〕

四
．
空
欄
に
助
動
詞
「
ら
る
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

例
の
涙
も
と
ど
め
（

）
ず
。

（
源
氏
物
語
）

〔

〕

五
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
る
」
を
抜
き
出
せ
。

１

御
心
地
は
い
か
が
お
ぼ
さ
る
る
。

（
竹
取
物
語
）

〔

〕

六
．
傍
線
部
の
助
動
詞
の
意
味
を
次
の
ア
～
エ
か
ら
選
べ
。

〈
ア
．
受
身

イ
．
尊
敬

ウ
．
可
能

エ
．
自
発
〉

１

さ
ら
に
こ
そ
信
ぜ
ら
れ
ね
。

（
大
鏡
）

〔

〕

七
．
空
欄
に
助
動
詞
「
す
」
を
活
用
さ
せ
て
入
れ
よ
。

１

人
に
食
は
（

）
事
な
し
。

（
徒
然
草
）

〔

〕

八
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
す
」
を
抜
き
出
せ
。

１

さ
か
づ
き
こ
と
人
に
と
ら
す
る
ほ
ど
の
け
し
き
、
い
み
じ
う
に
く
し
と
見
ゆ
。

（
枕
草
子
）

〔

〕

九
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
さ
す
」
を
抜
き
出
せ
。

１

い
か
に
宗
高
（
む
ね
た
か
）
、
あ
の
扇
の
ま
ん
中
射
て
、
平
家
に
見
物
せ
さ
せ
よ
か
し
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕

十
．
次
の
文
よ
り
助
動
詞
「
し
む
」
を
抜
き
出
せ
。

１

一
院
第
二
の
王
子
、
不
慮
の
難
を
の
が
れ
ん
が
た
め
に
、
に
は
か
に
入
寺
せ
し
め
給
ふ
。

（
平
家
物
語
）

〔

〕



一
．

１

お
立
ち
寄
り
下
さ
い

二
．

１

受
身

三
．

１

る
る

四
．

１

ら
れ

五
．

１

る
る

六
．

１

ウ

七
．

１

す
る

八
．

１

す
る

九
．

１

さ
せ
よ

十
．

１

し
め


